
原子炉起動後の腐食環境緩和及び放射性核種付着抑制技術の開発 

－(6) 炭素鋼配管共存時の Pt コート施工方法の検討－ 
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貴金属注入適用 BWR において、化学除染によって再循環系配管から除去された Pt を化学除染後に除染

表面へ付着する方法を検討している。実機では炭素鋼を含む配管系統に対して施工することがあるため、

モックアップ装置に炭素鋼を浸漬した条件で、化学除染から連続した Pt 付着処理の施工性を検討した。 
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1. 緒言  BWR の応力腐食割れ対策として貴金属注入(NMCA)を行っている海外プラントでは、

NMCA 適用前に比べて再循環系配管の線量率が低下したプラントが見られる 1)。そこで、貴金属注入の環

境緩和効果と線量率低減効果が起動直後から得られるよう、化学除染に引き続いて Pt 溶液を注入し、Pt コ

ート処理を行う方法を検討している。Pt の付着を促進するために、還元剤として N2H4を適用する方法に加

え、除染後の不純物による Pt 付着性低下対策として NH3を添加する方法をこれまでに報告した 2)。今回は

実機の体系に近い配管流通系の実機 1/20 容量のモックアップ装置を使用し、系統に炭素鋼が存在する場合

を想定した条件で化学除染から連続した Pt コート処理の施工性を検討した。 

2. 実験  図1に示す再循環系模擬配管内に炭素鋼配管を模擬して炭素鋼板(SPCC:表面積 3000cm
2
)

を浸漬した。試験片設置位置に SUS316 試験片を設置し、純水を循環しながら 90℃に加温し化学除染を実

施した後、水温を 60℃とした。続いて NH3水を 20ppm、Na2Pt(OH)6を Pt で 1~4ppm、最後に N2H4を Pt 濃

度に応じて 10~40ppm となるようにそれぞれ処理液が一循環する時間(30 分)かけて注入した。N2H4注入開

始から 4h 後に試験片を取り出し、Pt 付着量を求めた。取り出した試験片の Pt 付着量は試験片ごとに王水

に浸漬して付着した Pt を溶解し、溶解液の Pt 濃度を ICP-MS で測定することにより求めた。 

3. 結論  図 2 に Pt 付着量の測定結果を示した。Pt 濃度 1ppm の場

合、炭素鋼がない場合では Pt 付着量は 1.6g/cm
2であった。炭素鋼の共存に

よって 0.27g/cm
2まで減少した。これは炭素鋼板から発生した不溶解性の鉄

腐食生成物が処理液中に混入し、試験片へのPt付着を阻害したためである。

Pt 濃度を増加させると Pt 付着量も増加傾向を示し、炭素鋼の影響を緩和し

た。60
Co 付着抑制効果は Pt 付着量 0.1g/cm

2以上で確認されており 3)、いず

れの Pt 濃度でも測定された Pt 付着量はこれを上回った。以上の結果より、

開発した Pt コート方法により、炭素鋼を含む系統でも化学除染から連続し

て Pt コート処理が成立することがわかった。 
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図1 実機1/20容量モックアップ装置
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図2 Pt付着試験結果
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